
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

８２６１７

基盤研究(C)

2013～2009

中生代白亜紀ブラジル・サンタナ層のクモ類化石の進化学的研究

A study of the evolutionary biology of fossil spiders from Santana Formation (Cretac
eous, Mesozoic) of Brazil

５０１６７３２６研究者番号：

小野　展嗣（Ono, Hirotsugu）

独立行政法人国立科学博物館・動物研究部・研究主幹

研究期間：

２１５４０４８７

平成 年 月 日現在２６   ６ １９

円     2,400,000 、（間接経費） 円       720,000

研究成果の概要（和文）：　国立科学博物館が所蔵する中生代サンタナ層化石および現生のクモ類標本の比較形態学的
、系統・分類学的研究を行った。得られたデータの検討および海外の先進研究者との情報交換や議論によってもたらさ
れた総合的な知見（特にハラフシグモ科やコガネグモ上科について）に基づき8回の口頭発表を行い、12編の論文を公
表した。本研究の一部を含む一連の成果によって2010年度国際クモ学会賞（パウロ・ブリニョリ賞）を受賞した。また
、アジアクモ学会長（2013年から３年間）に選出され国際交流の一端を担うこととなった。

研究成果の概要（英文）：  Specimens of fossil spiders from Santana Formation (Mesozoic) of Brazil and rece
nt spiders both preserved in the National Museum of Nature and Science were morphologically and systematic
ally studied. On the basis of data obtained from the material and the discussion with scientists who are i
n the same line of arachnology or study of spiders as Drs. Selden, Dunlop, Schwendinger and Jaeger, especi
ally on the family Liphistiidae (Mesothelae) and the superfamily Araneiodea, eight oral presentations at i
nternational congresses and twelve papers were made or published in the years 2009-2013. Hirotsugu Ono rec
eived the Paulo Brignoli Award 2010 from the International Society of Arachnology in recognition of his co
ntribution to arachnology over the past five years, partly including this subject, and was elected to the 
President of Asian Society of Arachnology for 2013-2015 in expectation of further contribution to internat
ional exchange in this field. 
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１．研究開始当初の背景 

 一般にクモ類は昆虫類や甲殻類に比して

体が軟らかいため化石の資料が乏しく、節足

動物門の進化におけるクモ類の役割につい

ては十分な議論がされていない。ハラフシグ

モ類は、東アジア（日本南西部、中国、ベト

ナム、タイ、ラオス、マレーシアなど）の自

然植生のよく保たれている森林に生息する

地中性のクモの１群で、古生代デボン紀およ

び石炭紀のクモ類化石と形態が一致し、カブ

トガニと並んで、鋏角類の進化を研究する上

での鍵を握る動物と考えられている（Ono & 

Schwendinger, 1990, Bull. Natl. Sci. Mus. 

Tokyo, 16; Selden, 1996, Nature, 379）。 

 原始的なクモは本来きわめて移動能力に

乏しいため環境依存度が高く、熱帯・暖温帯

の原生林の林床の、常に一定の湿度を保った

土壌中でないと生きていけない。そのため、

地理的変異を認めやすく、地史との関連を研

究する上で格好の材料であるということが

できる（Ono,1999, J. Arachnology, 27; 2007, 

Abstr. 17th Intern. Congr. Arachnol.）。古生

代デボン紀から石炭紀にかけて、パンゲアの

湿潤な環境に広く分布し、陸上節足動物の生

態系の上位に位置していたハラフシグモ類

が、今日の地球上ではなぜ東アジアの一部の

地域に局限されているのか。その問題を解く

鍵は、中生代における気候変動にクモ類がど

のように適応し、分化したかにある。古生代

には優先的であったハラフシグモ類は、中生

代になると衰退し、代わってトタテグモ類な

ど、より進化したクモが台頭して今日のクモ

相の基礎を作った（小野，2002，クモ学．東

海大学出版会）。その原因を実物化石と現生

のクモ類両面の研究から探ろうというのが、

本研究を計画した動機である。 

  

２．研究の目的 

 以上のように、クモ類は三葉虫類をはじ

め昆虫類、甲殻類、多足類などとともに節

足動物の進化を探る上で非常に重要な動物

群である。本研究の主要な目的は、国立科学

博物館が所蔵するブラジル・サンタナ層から

得られた中生代白亜紀のクモ類の未記載化

石および現生の標本を、比較形態学的、進化

学的に研究し、現生・化石両面から中生代の

クモ類の形質や生態学的地位、分布の諸相な

どを再吟味することにあった。また、代表者

がこれまで行なってきた古生代の陸上節足

動物相の研究を発展させ、クモ類が中生代に

おける気候変動と乾燥化により、どのように

絶滅し、また適応、分化して、今日のクモ相

が形成されていったかを解き明かしたい。 

 本研究の利点は、１）研究材料（化石）が

既に確保されていること（予算のかかる採集

調査の必要がなく、低予算で、材料が得られ

ないリスクも回避）、２）国内では代表者１

人で研究を行なうが、外国の研究者とそれぞ

れの予算と材料を持ち寄ってタイアップす

ることで、費用に対して２倍の成果を得るこ

とができる、３）おもに現生のクモについて

知識を蓄積した代表者と、古生物学に造形の

深い研究協力者とで、より広範な進化学的な

考察が期待される、ことである。 

 これまで行なわれてきたクモ類の系統学

的研究はほとんどが現生種だけによるもの

で、しかもきわめて断片的であった。本研究

代表者は、昭和 58 年以来、日本国内各地で

クモ類の分類学的、生態学的調査を行ってき

た。また、昭和 62 年以来、マレーシア、タ

イ、ベトナムなどで行なってきた科研費によ

る海外調査の成果を蓄積している。平成 16

年から 19 年にかけて科研費を受けて行った

研究では古生代デボン紀の陸上節足動物相

におけるクモ類の生態学的地位を推定する

ことができた。それらの知識を総合すること

で、クモ類の進化について精度の高い全体像

を描き出せるものと期待している。また、日

本は東アジアの各地に欧米諸国よりも地理

的に近いことから、この分野において先駆け



の役割を演ずるだけでなく、新大陸の情報を

整理することによって、主導的な立場に立つ

ことが期待された。 

 

３．研究の方法 

（１）サンタナ層化石および現生のクモ類の

形態学的・分類学的研究：初年度（21 年度）

から最終年度（25 年度）を通して、国立科学

博物館が所蔵するブラジル・サンタナ層の化

石および、多数の現生のクモ類液浸標本に基

づいて、同館の現有設備および人材を利用し

て、基礎的な解剖、研摩、薬品処理、撮影、

描画、測定、などの下作業を行った。そして

得られた資料をもとに、分類学的ならびに系

統学的な考察を行った。重要な知見について

は、詳細な研究を進め、新種の記載を含むい

くつかの論文原稿を執筆した。全体を通じ、

国立科学博物館の経常予算などによる研究

とエフォートを調整しつつ研究を進めた。 

 

（２）国内外における資料調査および海外の

研究者との研究打ち合わせおよび議論：クモ

類の化石の研究の先進研究者であるドイ

ツ・フンボルト大学付属博物館の J. A. 

Dunlop 博士、米国カンザス大学の P. A. 

Selden 教授や現生クモ類の系統・分類学的研

究が専門のオーストラリア・クイーンズラン

ド博物館の R. J. Raven 博士、スイス・ジュ

ネーブ自然史博物館のP. J. Schwendinger博

士、ドイツ・ゼンケンベルク博物館の Peter 

Jaeger 博士、追手門学院大学の加村隆英教

授ら多くの研究者と国際会議の場やインタ

ーネットを利用して議論を行った。 

 

４．研究成果 

 初年度（21 年度）から最終年度（25 年度）

まで、一貫して行った国立科学博物館が所蔵

するサンタナ層化石クモ類および現生のク

モ類標本の形態学的、分類学的研究および国

際会議の場やインターネットを利用した海

外の研究者との情報交換やディスカッショ

ンの結果得られた新事実および総合的な知

見について、内外の学会で口頭発表を行い、

論文を公表した（第５項の主な発表論文①〜

⑫および学会発表①〜⑧参照）。 

 平成 21 年度には、ギリシャで開催された

第 25 回欧州クモ学会議において「ブラジル

の中生代クモ類化石」について発表した。22

年度には、ポーランドで開催された第 18 回

国際クモ学会議に出席し、「中生代に遡る日

本列島の地史とクモ相の特性」の演題で講演

を行った。また、日本蜘蛛学会第 42 回大会

（東京）において「中生代白亜紀サンタナ層

（ブラジル）のドヨウグモ類の化石」の演題

で口頭発表を行った。23 年度には、イスラエ

ルで開催された第 26 回欧州クモ学会議に出

席し、海外の研究者と情報交換するとともに

日本蜘蛛学会第 43 回大会（鳥取）において

「 日 本 産 カ ヤ シ マ グ モ 科 （ Araneae, 

Filistatidae）の分類学的知見」の演題で講演

した。24 年度には、スロベニアで開催された

第 27 回欧州クモ学会議に出席し、海外の研

究者と意見交換を行うとともにアジア・クモ

学会の国際シンポジウム（ラオス）において

「ベトナムのクモ類相」の演題でとくにハラ

フシグモ亜目の系統に関して講演を行った。

25 年度には、第 19 回国際クモ学会議（台湾）

において「アジアにおけるクモ類の分類学の

歴史および現状」の演題で基調講演を行った

他、内外で関連の発表を行った。 

 とくに、強調すべき事項は、現生ハラフシ

グモ類（Mesothelae）のアジアにおける種分

化および高次分類群(亜科、属群、および種群)

の検討という大きい課題を論じ、P. J. 

Schwendinger や J. Dunlop との共著論文を

公表したことである（①④）。また、現在審

査中なので発表論文に含めなかったが、同じ

課題をさらに発展させた「ハラフシグモ亜目

のクモ類の分子系統学的研究」を Caldistics

誌に投稿中である。 



 また、本課題の研究によって新たに発見さ

れたコガネグモ上科（Araneoidea）に属する

クモ（中生代当時もっとも進化していたと考

えられる群の一つ）の 1 種（おそらくアシナ

ガグモ科 Tetragnathidae のドヨウグモ亜科

Metinae のものと思われる雌成虫）の外雌器 

（交尾器の一部）を精査し、現生の同類との

異同をもとに、クモの生殖行動の進化につい

ての議論を進めている（一部は口頭発表⑥

⑧）。今後更に中生代の同類が篩板および第 4

歩脚の毛櫛を持っていたかどうか（網の粘性

物質の根本的な相違がどこで生じたか）とい

う重要なテーマについて言及したい。 

 本研究費を含む総合的な研究成果でもっ

とも輝かしいものは、2010 年度の国際クモ

学会賞（Paulo Brignoli Award）を受賞した

ことである。本賞は３年に１度審査され、過

去５年間でクモの研究分野において世界で

もっとも仕事をした研究者１名に贈られる。

また、アジア・クモ学会の会長（任期 2013

年から３年間）に選出されたことで、今後の

国際交流における責任の一端を担うことと

なった。 
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